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研究成果の概要（和文）：緑内障は眼球の中の視神経乳頭の奥にある篩状板という組織で、神経軸索障害が起こ
る病気です。近視眼では視神経乳頭の変形が起こります。同じところに2つの状態が同時に起こるため、お互い
は影響しあいます。私たちは、ＯＣＴという機械を用いて、近視眼の篩状板を観察し、その部分的な欠損や、本
来であれば一致しているはずの組織のずれを見つけました。これらの近視による形態変化がその眼の弱さとな
り、近視の人が将来緑内障になった場合、近視でない人よりも早く発症したり、重篤な視野障害を引き起こす原
因となることを証明しました。

研究成果の概要（英文）：Glaucoma is a disease that the ganglion cell axons are damaged at lamina 
cribrosa, which is a structure located deep inside of the optic nerve head. Myopia is a condition 
that causes deformation of the optic nerve head. The glaucomatous and myopic deformation both occur 
at the optic nerve head; therefore, they should influence each other. In the series of present 
research, we observed lamina cribrosa in myopic eyes by using optical coherence tomography. We found
 multiple focal defects in the lamina cribrosa, and displacement of the optic nerve head tissue that
 was supposed to co-locate with the underlining structure. We hypothesized that these myopic 
deformation of the optic nerve head might become weakness when glaucoma develops in the eye. Based 
on this, we demonstrated significant association between these myopic deformations of the optic 
nerve head and early onset or sever glaucomatous visual field defect in the myopic eyes with 
glaucoma.

研究分野： 緑内障
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研究成果の学術的意義や社会的意義
以前より、近視は緑内障の発症や進行の危険因子と言われていましたが、実際にどのようなメカニズムでそれに
関わっているのか、明らかではありませんでした。今回の私たちの一連の研究で、近視は、それによって引き起
こされる視神経乳頭とその深部にある篩状板の変形によって、緑内障に対する弱さを作り出していることが明ら
かになりました。
　近年、社会のＩＴ化などにより、近視人口は非常な勢いで増えており、将来、近視で緑内障になる人も増加す
ることが考えられます。近視の人がなぜ緑内障になりやすいのか、そのメカニズムを明らかしたことは、近視眼
における緑内障の発症予防や進行の抑制のために重要であると考えます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

緑内障は本邦における失明原因第１位の疾病であり、そのメカニズムの解明は疾病の

発症・進行予防のため重要である。緑内障は視神経乳頭深部に位置する篩状板の病的変

化によって生じる。それまで申請者らは、異なる形状の緑内障性視神経乳頭において篩

状板がそれぞれ特有の形状変化を示すことを示し、緑内障眼の篩状板の変形は４つのパ

ターンに分類できることを報告した（Sawada et al. Invest Ophthalmol Vis Sci 2015）。

この４つの中で最も症例数が多かったのが、近視眼緑内障であった。このことから申請

者らは、近視が緑内障に与える影響を明らかにすることは、多くの緑内障眼の発症メカ

ニズムを解明することにつながるという着想を得た。 

近視は日本において高い有病率を示し、日本人の 3 人に 1 人は近視であるとされる。

近視が緑内障の発症・進行に影響を及ぼすことはこれまでにも示唆されていたが、それ

を証明することは困難であった。申請者らは、近視と緑内障の関係についての過去の研

究を調べ、近視の評価に屈折度数が用いられていることに着目した。屈折度数は近視の

程度を表す指標として一般的に用いられているが、緑内障において障害が生じる部位で

ある視神経乳頭が近視化によりどのように変形するのか直接表していない。申告者らは、

屈折度数の代わりに視神経乳頭の近視性変形を表すパラメーター（傾斜・回旋度数、視

神経乳頭周囲網脈絡膜萎縮領域面積）を用い、それらと緑内障性障害の間に有意な関係

があることを報告し、近視は屈折度数そのものではなく、近視化に伴う視神経乳頭変形

によって緑内障に影響を与えることを示した（Sawada et al. PlosOne 2016）。 

 申請者らはこの研究において、近視による視神経乳頭変化を眼底写真を用いて評価

した。しかし、緑内障における障害は視神経乳頭の深部組織で生じ、近視眼のどのよう

な深部変化が緑内障に影響しているのか、眼底写真では十分に解明できない。当時、眼

球深部の構造をイメージする機器として光干渉断層計（Optical coherence 

tomography: OCT）が開発され、従来の眼底写真ではわからなかった視神経乳頭深部の

緑内障性変化が解明されつつあった。 

 

 

２．研究の目的 

上記の背景およびこれまでの研究成果をもとに、本研究では、近視眼緑内障における、

篩状板を含む視神経乳頭の深部形態変化を OCT を用いて観察し、近視性視神経乳頭変形

が緑内障に与える影響を明らかにすることを目的とした。 

緑内障眼における OCT を用いた篩状板変化の研究は当初、そして現在も非常に注目さ

れている分野であるが、近視を有する緑内障眼については未だ十分な研究がなされてい

ない。我が国において有病率の高い近視と、失明原因第 1位の緑内障の関係を解明する

ことは、多くの緑内障眼のメカニズムを解明することにつながる価値のある研究である。

近視と緑内障の関係については、日本と同様に近視の有病率の高い韓国が現在この分野

の研究をリードする形となっていたが、近視研究の優れた実績を持つ日本こそが、この

分野でのリーダーシップを発揮すべきと考えた。 

申請者らは予備的な検討から、近視眼における視神経乳頭の傾斜、それに伴うボーマ

ン膜開口部の耳側への牽引と拡大などの形態変化が緑内障性障害と関係しており、これ



らの変化が正常眼にはみられない脆弱性を近視眼に発生させ、緑内障性ストレスに対す

る感受性を高めていると予想した。このことは、緑内障患者の診察において、視神経乳

頭の近視性変形を発症・進行のリスクファクターとして捉え、変形の程度の強い患者で

はより強力な眼圧下降治療を行うなど、治療方針の決定に有用な情報を提供できる意義

があると考えた。 

 

 

３．研究の方法。 

  具体的には以下のような方法で研究を行った。 

1. 近視眼における視神経乳頭深部の形態変化を、近視眼と非近視眼を比較すること

で明らかにする。 

2. 近視眼が緑内障になった場合、近視性視神経乳頭変化にどのような緑内障性変化

が加わるのか、緑内障を生じていない近視眼と比較することで明らかにする。 

3. 近視眼緑内障において、病期の進行に応じ、視神経乳頭の形態がどのように変化

していくのか、異なる病期の近視眼緑内障を比較することで明らかにする。 

 

 

４．研究成果 

科研費1年目のH29年度は、近視眼における篩状板の形態を光干渉断層計（OCT)で観

察し、非近視眼にはない、篩状板耳側の複数の亀裂を発見した。この亀裂は近視眼が

緑内障になった場合も存続し、緑内障による浸食を受けて面積が拡大していた。亀裂

の数は緑内障性視野障害の程度と相関し、また、亀裂の位置は視野障害の位置と一致

していた。近視眼緑内障では視野の中心が病初期より障害される傍中心暗点が起こる

ことが以前より指摘されていたが、篩状板耳側は、視神経乳頭-黄斑線維という、中心

視野をつかさどる網膜神経線維が通過する場所であり、その部分の篩状板に欠損があ

ることが、傍中心暗点の原因であることをつきとめた。この内容は、2017年にジャー

ナルに掲載された。それに関連した、篩状板欠損と非進行性の緑内障性視野障害の関

係についても研究し、Ｈ30年5月にジャーナルに掲載された。 

2年目のH30年度は、近視眼緑内障の視神経乳頭周囲構造をOCTを用いて観察し、近視

眼とそれが緑内障になった近視眼緑内障では、ブルフ膜開口部（BMO)が前強膜開口 

部（ASCO)から耳側へ大きく変位していることを観察し、そのずれの程度の大きい眼に

おいて緑内障性視野障害の程度が強いことを見出した。すなわち、BMOの 

ASCOからの「ずれ」が、近視眼が緑内障になった場合の緑内障性ストレスへの脆弱性

となっていることを示し、この内容は、2018年11月にジャーナルに掲載された。 

最終年のＨ31年度は、眼底写真で観察される視神経乳頭は、BMOから「ずれ」の部分

（γゾーンPPA)を差し引いた部分であることを発見した。現在緑内障診療で頻用され

ている、視神経乳頭周囲網膜厚（RNFLT)測定は、眼底写真で観察される視神経乳頭を

中心に測定されている。しかし、眼底写真で観察される視神経乳頭は、実際に網膜神

経節細胞軸索の集まっているBMOからはγゾーンPPAの分だけずれているため、解剖学

的に正確なBMO中心の測定と比較して、その値が大きく異なっている。そのため、正確



な構造と機能の関係を知るためには、RNFLTは現在の視神経乳頭中心ではなく、BMO中

心で測定する必要があることを提唱した。この内容はH30年5月にジャーナルに掲載さ

れた。 
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